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令和元年度安心生活支援活動推進事業の助成金交付が次のとおり決定しました 

１ 住民主体の地域生活支援活動促進事業への助成 

 社協名 事 業 概 要 

1 熊本市 
「老後の不安解消に向けた地域支え合いのしくみづくり事業」 
身元引受や見守り、葬儀等死後事務のサービス 

2 八代市 
「住宅確保要配慮者支援事業に係る地域関係者による見守り、福祉施設等との
連携による相談支援体制の強化」 
住居確保の身元保証や入居後の見守り、死後事務等の代行 

3 水俣市 
「さぁ困った！こんな時どうしたらいいの？」 
生活課題相談窓口一覧を掲載のリーフレット作成(全戸配布) 

２ 地域福祉活動計画・社協活動発展強化計画の策定促進事業への助成 

社協名 熊本市社協、水俣市社協、阿蘇市社協、高森町社協、津奈木町社協 

３ 地域の見守り・支え合い活動促進事業への助成 

 社協名 事 業 概 要 

1 天草市 
「天草市地域支え合い推進事業」 
生活支援の担い手や、地域福祉活動の人材養成講座 

2 山鹿市 「高齢者等見守り支援体制事業」SOSｷｰﾎﾙﾀﾞｰ作成と緊急時対応の仕組みづくり 
3 南小国町 「地域の見守り支え合い活動促進事業」ﾐﾆﾃﾞｲと地区対抗のｼﾆｱ向けｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ 
４ 益城町 「傾聴ボランティア養成事業」傾聴ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ養成と地区毎の傾聴ｻﾛﾝ創設 
５ あさぎり町 「支え合いマップづくり」地域の事は地域で。ご近所見守り助け合いの地図作製 

 

社会福祉振興基金の助成先を決定しました ～ 民間福祉団体・小規模団体 ～ 

令和元年度社会福祉振興基金の助成金交付が次のとおり決定しました。 
１ 民間福祉団体活動推進事業への助成 
 団 体 名 事 業 名 

1 (一社)熊本県ろう者福祉協会 手話検定試験面接委員養成講座 

2 (社福)熊本県ひとり親家庭福祉協議会 ひとり親家庭対象中学生学習支援講座 

3 (社福)人吉市社会福祉協議会 令和元年度成年後見フォーラム 

4 (NPO)スマイルのたね山鹿家庭的保育室ひよっこ ママと子どものあったか講座 

２ 小規模団体活動支援事業への助成 
 市町村名 団 体 名 事 業 概 要 

1 熊本市 (NPO)こまちの森 書庫等購入 

2 熊本市 (NPO)自立応援団就労支援センターくまもと 機材等購入 

3 熊本市 (一社)こどもキッチンブルービー 通信機器等購入 

4 熊本市 (有)誠心会子ども食堂まことファミリー 子ども食堂用機器購入 

5 八代市 (社福)みどり会地域活動支援センターあい 資源物保管場所整備 

6 菊池市 (NPO)ふくとく ユニフォーム等購入 

7 阿蘇市 (NPO)阿蘇きぼうの家 園庭整地・路面整備 

8 合志市 オリーブの会 通信機器購入 

9 菊陽町 (NPO)やすらぎ福祉会 環境整備機器購入 

10 あさぎり町 (NPO)あすなりネットワーク 設備機器購入 
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保育のお仕事魅力発見 ～保育士就職支援研修会＆体験会2019～ 

 ７月 29 日(月)、県総合福祉センターで「保育士就職支援研修会」を開催し、

保育士としての就労未経験の方やブランクのある方など 14名が参加しました。 

研修会では、親と子のメンタルヘルス研究所 言葉がけコンサルタントの岸本

元気氏を講師に迎え、「これから現場で活躍される先生のためのこころをグッと

つかむ魔法の言葉がけ」というテーマでお話しいただきました。参加者からは、

「今まで聞いたことのないセラピー技術を多くの具体例か

ら学べた」、「意欲が湧き、明日からの活力になった」など

の感想がありました。 

また、７月 30日(火)～８月１日(木)の３日間、熊本市内３か所の保育所・

子ども園で「保育士体験会」を行いました。子ども達と活動を共にすること

で、「やはり保育の現場で働きたい」と決意を新たにされた方もいました。 

相談技術のスキルアップを図る ～生活困窮者自立相談支援事業相談支援員研修会を開催～ 

 ８月 22日(木)、県総合福祉センターで、「第１回生活困窮者自立相談支援事業相談支援員研修

会」を開催し、自立相談支援機関等での経験年数が浅い相談支援員等 32 名が参加しました。 

 講義・演習では、田形社会福祉士事務所の社会福祉士 田形隆尚 氏から「インテーク面接とア

セスメントの進め方」、「分かりやすい支援記録の書き方とまとめ方」について、お話をいただき

ました。多様で複合的な課題を抱える相談者への支援を展開するうえで、インテーク面接やアセ

スメントは、相談者に寄り添いながら、その後の支援を検討していくために重要なプロセスとな

ります。支援記録は、相談支援員や支援関係者間の情報共有や支援の継続性を担保するうえでの

大切なツールです。経験豊富な講師の実例を踏まえながらの分かりやすい説明に、参加者からは

「これまでの支援を振り返り、今日の学びを実践で活かしたい」などの感想が寄せられました。 

また、事業説明として「生計困難者レスキュー事業」並びに「生活福祉資金貸付事業」につい

て県社協の担当者が説明を行いました。 

コーディネーションの”力“と”役割“を学ぶ研修会を開催しました。 

 ７月31日(水)、ＫＫＲホテル熊本で「市町村社協ボランティア活動推進者研修会」を開催し、

ボランティアコーディネーターのほか、市町村の生活支援コーディネーターを含む社協職員等計

40名が参加しました。 講師に日本ボランティアコーディネーター協会 運営委員(杉並区社協職

員) 疋田 恵子 氏を招き、「コーディネーター(社協職員等)に求められ

る”力”と“役割”」と題して、演習を組み合わせながらの講義をいただ

きました。午後からは事例を通した演習があり、コーディネーションの

機能についても説明がありました。 

 参加者からは、「受入側の気持ちと、活動する側の気持ちを考えて環境

を作って行きたい。」といった感想が寄せられるなど、両者をつなげるコ

ーディネーションについての理解を深めることができました。 

菊水学園が男女ともに連覇達成！ ～ 第63回県児童福祉施設球技大会 ～ 

７月 13日(土)から８月９日(金)にかけて、富合雁回公園や宇城市立松橋総合体育文化センター  

ウイングまつばせ等の会場で、「第 63回熊本県児童福祉施設球技大会」が開催されました。 

本大会は、県内の児童福祉施設の子どもたちが競技を通じて体力増進

や融和を図り、明朗な人間性を養うとともに、児童福祉の向上に寄与す

ることを目的に毎年開催されているものです。 

今年は、男子野球には11チーム、女子バレーには10チーム、計232名

の児童が参加し、天候に悩まされながらも熱戦を繰りひろげました。 

試合の結果、男女ともに菊水学園が優勝、同じく男女ともに藤崎台童

園が準優勝となり、８月 19日(月)から８月 21日(水)まで北九州市で開

催された九州大会に出場しました。 【男子野球(熊本市)】 

【体験会の様子】 

【疋田恵子氏】 

【講師の岸本氏】 
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各課トピックス   ＊お問合せは、県社協各課まで 

総 務 課 地 域 福 祉 課 

TEL 096-324-5454 ／ FAX 096-355-5440 TEL 096-324-5470／ FAX 096-355-5440 

◆特別賛助会員入会のご案内◆  

 本会の目的である本県の地域福祉の推進のため

には、県民のみなさまをはじめ、企業、団体のみな

さまの主体的なご協力が必要です。多くのみなさま

のご賛同をいただき、目的達成のために特別賛助会

員として入会いただきますようお願いいたします。 

※ 詳細は、総務課までお問合せいただくか本会ホ

ームページをご確認ください。 

◆生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成研修(実践編)のご案内◆ 

期  日 10月18日(金) 10：05～16：00 

会  場 嘉島町町民会館 ２階「大会議室」 

講  師 ご近所福祉クリエイション主宰 

      ご近所福祉クリエーター 酒井 保 氏 

参加対象者 生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、市町村担当職員等 

参加申込締切 ９月20日(金) 

※ 詳細は地域福祉課にお問い合わせください。 

施 設 福 祉 課 民 生 課 

TEL 096-324-5462／ FAX 096-355-5440 TEL 096-324-5475／ FAX 096-355-5440 

◆社会福祉法人労務研修会のご案内◆ 

日 時 10月４日(金) 13：30～16：30 

場 所 ＫＫＲホテル熊本 

テーマ ｢働き方改革関連法について｣(仮題) 

講 師 特定社会保険労務士 上田 吉勝 氏 

対象者 社会福祉法人の役員、施設長、事務担当者ほか 

参加費 3,000円 

定 員 250名 

＊ 詳細は、別途送付する開催要綱をご参照ください。 

◆教育支援資金（就学支度費）受付のご案内◆ 

 高校や大学等への入学の際に必要な支度費用(就

学支度費)の申込みについては､早期に入学金等が

必要となる場合があるため、その納入期限に応じて

借入申込みが可能です。なお、既に支払った費用は

対象となりませんのでご注意ください。 

受付は、受験票等、受験が確認できる書類が整っ

てからとなります。（※教育支援費は、原則入学の２

月前から入学月の前月15日までに県社協到着分を受付） 

福 祉 人 材 ・ 研 修 セ ン タ ー 地 域 福 祉 権 利 擁 護 セ ン タ ー 

TEL 096-322-8077 ／ FAX 096-324-5464 TEL 096-324-5474 ／ FAX 096-324-5456 

◆福祉の仕事入門ｾﾐﾅｰ&職場見学会(第２期)のご案内◆ 

福祉の仕事に就きたい方、福祉の仕事に興味があ

る方などに情報を提供するため、第２期の「福祉の

仕事入門セミナー」及び「福祉の職場見学会」を開

催します。 

 日  時 セミナー会場 
見学先と期日 

(セミナー後に連絡) 

３ 
10 月 18 日(金) 

13：30～15：30 

くまもと森都心プラザ 

(西区)６階Ｃ会議室 

特別養護老人ホーム 

南区 11 月 

４ 
10 月 26 日(土) 

10：00～12：00 

熊本県総合福祉センター 

(中央区)３階第４会議室 

介護老人保健施設 

東区 11 月 
 

◆リーフレットをご活用ください◆ 

当センターでは、「地域福祉権利

擁護事業」の概要や契約までの流れ

を説明するためのリーフレットを

作成しています。 

相談者への説明用としてだけで

なく、サービスの利用促進のために

各市町村社協で開催される研修会

などにもご活用ください。 

ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー ご 案 内 

TEL 096-324-5436 ／ FAX 096-324-5427 ◆９月は｢老人の日・老人週間｣◆ 

９月15日を｢老人の日｣、同月21日までの１週間を

｢老人週間｣とすると老人福祉法で定められていま

す。 

標語は、｢みんなで築こう 安

心と活力ある健康長寿社会｣で

す。各事業所におかれましては、

期間中の啓発や各種行事の実施

など、広報周知活動にご協力を

お願いいたします。 

◆福祉教育推進研究会議のご案内◆ 

テーマ 「福祉教育における効果的な 

リフレクションを学ぶ」(仮題) 

日 時 10月４日(金) 10：00～ 

会 場 ホテル熊本テルサ ３階「たい樹」 

講 師 東海大学 健康学部 

 健康マネジメント学科 

 講 師 市川 享子 氏 

対象者 市町村社協職員、教職員等 


